
・温室効果ガス排出量を世界全体
で半減することが必要 

・温暖化に関する最新の科学的知
見の構築に積極的な貢献が必要 

・2013年以降の国際的枠組みの構
築が必要 

・世界的な排出削減に向けた我が
国の国際貢献が必要 

・火力発電による温室効果ガスの
排出増を踏まえ、６％削減約束達
成に向けた対策の加速が必要 

 

・震災・原発事故を踏まえた中長期
的な観点からの対策の検討が必
要 

 

・避けられない影響への適応を検
討・推進していくことが必要 

 

・取組への合意形成、全ての主体
の参加と連携、評価見直しプロセ
スが必要 

・地球温暖化防止、影響への適応は人類共通
の課題 

 
 

・新たな国際的枠組みの構築 

・世界的な温室効果ガスの排出削減に向けた
我が国の国際貢献 

 

・統合的な施策の推進 
・目指すべき社会の姿の検討・提示 
・省エネルギーの推進 
・再生可能エネルギーの普及 
・化石燃料のクリーン化、効率化 
・地域づくり 
・エネ起CO2以外の温室効果ガスの着実な削減 
・低炭素ビジネス振興 
・森林吸収、バイオマス活用 
・影響への適応 
・革新的低炭素技術の開発と実証 
・科学的知見の充実、人材育成・活用 
・全ての主体の参加・連携の促進 
・合意形成と評価・見直しプロセスの確立 
 

１（２） 課題 ３ー１ 施策推進の考え方 ３－２ 基本的な対策・施策 

科
学
的
知
見 

国
際
的
な
対
策
の
枠
組 

国
内
に
お
け
る
対
策 

地球温暖化に関する取組（案）における課題、施策推進の考え方、基本的な対策・施策の整理について 

 

・温室効果ガスの排出削減、吸収等に関
する対策・施策 

 
・国内対策推進のための横断的な施策 
 
 
 
 
 
・国内対策推進のための基盤的施策 
 

・科学的知見の充実のための基盤的施策 

・国際的な枠組みの構築、我が国の国際
貢献に向けた横断的施策 
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